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ＢＰ１プログラムとの出会い
　私は、大阪の総合病院で助産師として働いています。
普段は、分娩介助や、妊娠中・産後１か月までの母児の
心身のケアをしています。１か月以降は地域の保健師さ
んにお願いする立場で、入院中に“何か気になる”と思う
方が、うまく育児をスタートできているのだろうか？助
産師として何かできることはないのだろうか？と日々感
じていました。一方で、私自身は出産・子育て未経験で
乳幼児期の母児と関わる機会はほとんどなく、その分野
に関しては苦手意識を持っていたことも事実でした。
　そのような中で、2019年、病院のある市の保健福祉
センター・地域の産院のスタッフ・地域で活動する助産
師会の方々との情報共有の場に参加させていただく機会
があり、区の取り組みとしてＢＰプログラムに関して知
りました。活動の趣旨と内容を聞いて、前々から思って
いた“孤立した育児”への介入の１つとしてなんて良いプ
ログラムなんだ！と感じたことを覚えています。そのご
縁で、１つのプログラムを見学させていただきました。
参加者の最後の一言で自分自身の経験を流涙しながら話
され、最後にはすっきりした表情で帰られた方がいまし
た。家族の在り方なども変化し、産後1か月は里帰りな
どで何かしらの手助けはあっても、その後に続く育児や
旦那さんとの関係など悩みは尽きないものであり、“今
の自分のやっていることは間違いではない” “悩んでい
るのは自分だけでない”と気付けることで、親としての
自信・家族や周りへの感謝の心が、子を愛すことにつな
がるのだと感じました。
　その後、職場の理解もあり、研修に参加ののち今回の
初回開催に至りました。

ファシリテーター養成講座
　地元大阪、慣れた地での講座受講でした。全国各地か
ら、病院関係の方・保健師さんをはじめ、“自分がＢＰ
プログラムで救われたのでそれを広めたい”と参加され
ている方もいらっしゃったのが印象的でした。２日間、
朝から晩まで、集中力が続くかな？と心配でしたが、講
義・グループワーク・演習などもあり、始まってみると
あっという間の２日間でした。
　２日目にプログラムをお互いにファシリテーター・参
加者の役をして実践してみる機会があるのですが、参加
者役からの気づきコメント、トレーナーからの温かくも
厳しいコメントをいただき１つ１つの狙いを理解してい
きました。毎日、ＡＭ・ＰＭと一人一言で感想・学びを
話す機会があるのですが、他人の意見を聞くことで新た
な気づきを得、自分で語ることでの学びの定着やほかの

人に共感してもらうことでの安心感…知らず知らずのう
ちに、ＢＰプログラムの一部の狙いを体験していたと感
じたのはこの文章を書いている時です。
　ファシリテーターは“黒子”ということを、講義の中で
も考えていくのですが、その深みと難しさを実践で感じ
たことは、後述します。

コロナ禍での実施
　私は、“今後地域でも広めてほしい”という区の期待か
ら、区の取り組みとして企画されていた年間のＢＰプロ
グラムのうちの１回を担当させていただき、認定試験を
受けました。ゆえに広報活動などは自身では行っていな
いので、今後企画などでの苦労は味わうと思います。
　私が実施したのは2020年12月、世間ではコロナの第
三波が押し寄せている最中でした。２回目のセッション
をする直前の12月４日、大阪はコロナの警戒度を示す
モデル“赤信号”が点灯し、今後開催はどうなるのだろう
か？と不安に感じていました。幸い、行政では母児のた
めに必要な事業と判断され、病院の理解もあり、４回目
まで開催することができました。自分自身の一層の健康
管理が一番プレッシャーだったかもしれませんが、私は
マスクにフェイスシールドを着用の上で、プログラムの
注意を意識しての実施となりました。第１回目、どれく
らいの出席率かな？とドキドキしながら待っていました
が、実際は重度のつわりによる体調不良の方１名を除き、
９名の方の参加をいただきました。行政の行事であるこ
との安心感もあったのだろうと推測します。（第４回目
で１名欠席がありましたが、他の方々は元気に参加して
いただきました。）
　会場は区民センターの会議室をお借りして実施したの
ですが、換気や参加者の検温・体調確認など、保健師さ
ん・アシスタントの方と留意し、座る位置も間隔をあけ
て座っていただけるように誘導し、事務局からの感染対
策の手引きを熟読して開催しました。通常は20組を募
集していますが、今年度は10組かつ、交流の時間は15
分短縮での実施となりました。実際は、募集の倍以上の
申し込みがあったようです。
　
実施してみて
　講座を受講したのが１年前だったので、実施が決まっ
て、毎回プログラムの数日前～前日は仕事が終わってか
らテキストを必死に読んで思い出していました。
　１回目のプログラムは、とても緊張しました。ただ、
２回・３回と回を重ねる毎に参加者のお互い緊張した雰
囲気もほぐれ、私自身も場や流れに慣れ、参加者の反応

北野病院　助産師　山本　智子

BP1ファシリテーター奮闘記　  大阪市北区

孤立育児脱出のお手伝いができることを願って

－ 4 －



『こころの子育てインターねっと関西』通巻201号（2021年３月20日）

を見ながら安全や話しやすい雰囲気づくりについて考え
ていくことが出来ました。子育て経験のある方は実感が
あると思うのですが、１か月の中での子どもの成長は大
きいです。会場の“安心・安全”を守るための会場設営や
プログラム中の声掛けなど、シュミュレーションして毎
回臨むのですが、最後まで気が抜けないポイントでした。
　実施する前は、“職業柄、答えを求められるだろうし
応えないといけない！”“何か１つでも為になった話を持
って帰ってもらわないといけない！”という気負いがあ
りました。また、“おとなしい方ばかりで、話し合いが
全然進まなかったらどうしよう？”と不安にもなりまし
た。しかし、実際は活発な意見交換がされ、今回はコロ
ナ禍ということもあってか、赤ちゃんとの一日の過ごし
方や、家の中での安全対策、泣きについて関心を持って
おられるような印象でした。話し合いの中では、いろい
ろな月齢の赤ちゃんの体験談を聞き、悩みを発言して相
手に共感されることで、安心感と各々自己解決していく
プログラムなのだと実施する中で実感しました。
　プログラムは、毎回アイスブレイクから始まり、テー
マに沿ってお母さん同士の話し合いが進んでいきます。
特に印象的なのは、３回目のアイスブレイクと、赤ちゃ
んとのすごし方・ピエロバランスについての話し合いで
す。“似たもの探し”は、季節や行ってみたいところにつ
いてお互いの考えを述べ合うのですが、実際やってみる
までプログラムの深い狙いは感じられなかったのですが、
好きな季節のとらえ方一つでもいろいろな考え方があり、
個性があるので、印象付けになるものなのだなと感じま
した。また、ピエロバランスは、赤ちゃんとの接し方だ
けでなく、自分自身も大切にするという気づきが込めら
れており、とても必要なことだなと感じました。
　会の途中や終わりのまとめなどで、無意識に自分が感
じたことを発言していましたが、それは相手の行動の評
価をすることであり、声掛けの仕方にも意識が必要とい
うこと、プログラムの中での参加者の意見をどのように
引き出して取り入れていくか、[会を通して結論を出す
わけではない］という、ファシリテーターは黒子である
という役割の位置づけと難しさを感じました。そして、
その気づきは毎回の実施後レポートで得ることができ、
ピアサポーターの方からのコメントは、毎回細かく丁寧
で、学びとなり刺激になるものでした。自分の行動を振
り返ることで大きな学びとなり、そのやりとりは大切な
テキストの一部となりました。

開放感と充実感でいっぱい
　まだ私は1回のみの実施経験で、実施していくことに
必死でしたが、参加者同士を繋ぐ役割ができたかな？と
感じられた瞬間、【最後の１人１言での“ありがとう”が、
１回目はすべてが私（Fa）に対してであったが、４回目
は私（Fa）と参加者に向けての目線が半々であった時】
【グループワークでの盛り上がり・笑顔や、１人１言で
の言葉】【１回目→４回目にかけて段々皆さん仲良くな
り、最後には、これからも会おう会が結成されていたこ

と】などは、慣れず困惑しながらの実施でしたが、自分
自身へのエネルギー（報酬）となった気がしました。
アンケートでも、【この時期の大切さを感じることがで
きた。はじめは皆悩むものであり、70％を目指すこと
でよいと感じることができた】【自分の子と向き合うこ
とができ、遊びのレパートリーも増えた】など、私自身
が何かを行ったわけではありませんが、各々がプログラ
ムの話し合いを通して感じてくださったと分かった時、
すごく嬉しい気持ちになりました。４回目のプログラム
が大きなトラブルなく終わった日には、アンケートを拝
見し、ほっとしたのと開放感と充実感でいっぱいでした。
　参加していた母親から「月齢が小さいうちはこのよう
な会があるけれど、もう少し大きくなると、このような
機会も少なくなる」という意見があり後期プログラムの
ニーズを感じました。また、プログラムが週1回同じ時
間にあることで、生活のリズムの中に入って外出のきっ
かけづくりとなり、家族以外の人との交流をもつことの
意義は、参加者の発言から理解しました。病院の助産師
として退院後は地域の保健師さんにつなぐだけではなく
（もちろんそれが必要な役目ですが）、まずは一歩、孤
立した育児からＢＰを通して切り離し、心身ともに安定
した状態をつくるために手伝いができるようにしたいと
いう思いが一層強くなりました。また、今回のプログラ
ムの実施を通して、今後の院内の出産準備クラスでも参
加者交流や話し合いなどを生かし、もっと各々の力を引
き出せるような内容を考えていきたいなと自分自身学ぶ
ことがたくさんありました。

最後に
　現在も当院では、分娩時・分娩後も退院までご家族と
の面会はできていません。心身ともにつらい時期に、心
許せる方と面と向かって話せない状況は母児ともに大変
な状況であると思います。産後も自由に人との交流が難
しい現在、正確な統計はとっていませんが、２週間健診
でのＥＰＤＳ（エジンバラ産後うつ問診票）高得点の方
も多くなった印象です。先日もお世話になった保健福祉
センターに産後の母児のフォローの依頼をしたのですが、
担当の方の名前を聞いて“あの方が、今後は産後のお母
さん・赤ちゃんをフォローしてくださる”と顔のわかる
関係でいることはすごく心強く感じました。地域と連携
してプログラムを遂行していくことの大切さも感じまし
た。
　早くコロナが終息に向かうことを願っています。ＢＰ
プログラムというものを教えてくださり、コロナ禍とい
う難しい時期に開催の機会を作ってくださった保健セン
ターの方、拙い開催でありましたが参加してくださった
母児の皆様、毎回こまかくアドバ
イスをくださったピアサポーター
の方、アシスタントとして支えて
くださったＢＰ１ファシリテータ
ーの先輩、職場の理解、皆様に感
謝いたします。
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